
 



 

 

～講評～ 

全体に昨年度よりも難易度は下がったが、代わりに分量が増えた。大問が５つは変わらないため、完答は狙わず、

時計を見ながら全体を満遍なく（１２分刻み）見渡すことが大事である。全体としては、７割あれば問題ない。 

 

大問１（力学） 

 見慣れたタイプであるが、とにかく長い。（５）あたりで制限時間 12分になると思われる。深追いは禁物。 

大問２（電磁気） 

 （４）までは定番。 

大問３（熱力学） 

 （１）でストッパーの存在で戸惑うが、それを飛ばしても、（５）までは解きたい。 

大問４（波動） 

（５）と（６）は難しい。（４）までは解きたい。 

大問５（原子核） 

 計算に苦労する。（１）（２）は有名なので、これが解けたかどうかが鍵。（１）（４）（５）を取りたい。  


